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新
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平
成
二
十

一
年
七
月

一
日

本
年

の
日
供
神
齪
講
講
社
大
祭

・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
甲
賀
市

講
元
講
員

の
皆
様
に
大
膳
職
以
下
所
役
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
賑
々
し

く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員

の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第

で
す
。

近
江
神
宮
七
十
年
祭
記
念
事
業

昭
和
十
五
年
に
創
建
さ
れ
た
近
江
神
宮
は
、
平
成

二
十
二
年

(昭
和
八
十
五

年
)
に
御
鎮
座
満
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
七
十
年
祭
記
念
事

業
と
し
て
時
計
博
物
館
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
、
御
創
建
当
初
以
降
奉
納
さ

れ
た
絵
画

・
美
術
品
等
も
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
こ

の
六
月
十

一
日
か
ら

一
時
休
館

し
て
工
事
に
入
り
、
年
末
に
は
竣

工
の
予
定
で

す
が
、
そ

の
後
、
漁
蒸
、
展
示
準
備

の
の
ち
来
年
の
四
月
を
め
ど
に
新
装
開
館

の
運
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。
休
館
中

・
工
事
中
は
、
ご
参
拝

の
皆
様
に
は
ご
不

便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
七
十
年
祭
記
念
事
業

へ
の
募
金

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
講
員
各
位
の
こ
奉
賛

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

梛

(な
ぎ
)
の
御
幣

由
来

特
別
講
員
に
は
梛

の
枝

に
五
色

の
御

幣
を

つ
け
た
御
幣
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

梛

の
木
は
竹
柏
と
も
書
き
、
針
葉
樹
で

あ
り
な
が
ら
葉

の
幅
が
広
い
と

い
う
特

殊
な
形
態
を
し
て
い
ま
す
。
熊
野
神
社

・
春
日
大
社
な
ど
御
神
木
と
し
て
崇
め

て
い
る
神
社
も
多
く
、
古
く
か
ら
神
霊
の
宿
る
木
、
神
の
依
代
と
見
な
さ
れ
た

樹
木
の

一
つ
で
す
。

こ
の
葉
を
笠
な
ど
に
か
ざ
す

こ
と
で
魔
除
け
と
な
り
、
帰

り
の
道
中
を
守
護
し
て
下
さ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

配
流
中

の
源
頼
朝
と
北
条
政
子
が
梛
の
木

の
下
で
愛
を
誓

っ
て
結
ば
れ
た

ロ

マ
ン
な
ど
に
よ
り
縁
結
び
の
神
木
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
横
に
裂
く
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
葉

の
構
造
上

の
特
徴
、
葉
の
丈
夫
さ
に
よ
り
夫
婦
円
満

の
お
守
り

と
し
て
女
性
が
鏡

の
裏
に
入
れ
て
お
く
習
俗
が
あ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

梛
の
御
幣
は
、
水
に
つ
け
て
お
く
と

一
か
月
以
上
も
ち
ま
す
が
、
葉
が
枯
れ

て
も
落
ち
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
神
棚
な
ど
、
清
浄
な
所
に
水
に

つ
け
て
立
て

か
け
、
お
ま

つ
り
下
さ

い
。

輪
注
連
縄

(わ
じ
め
な
わ
)
由
来

相
嘗
講
員
以
上
の
講
員

の
皆
様
に
は
輪
注
連
縄
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
輪
注

連
縄
は
、
巴
の
形
を
意
味
し
、
巴
は
宇
宙

の
大
気
が
渦
を
巻

い
て
い
る
姿
を
表

わ
し
て
い
ま
す
。
森
羅
万
象
を
動
か
す
背
景

の
象
徴
が
巴
で
、

こ
れ
を
形
ど

つ

た
輪
注
連
縄
を
、

一
般

の
注
連
縄
に
代
え

て
結
界
の
標
と
す
る
所
も
多
く
残

っ

て
い
ま
す
。
二
見
興
玉
神
社
な
ど
で
は
輸
注
連
縄
で
体
を
撫

で
る
こ
と
に
よ
り

身
に

つ
い
た
繊
れ
や
不
浄
を
祓
い
除
け
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
門
口
、
玄
関

床
の
間
、
室

の
入
口
、
神
棚
、
台
所
な
ど
神
聖
な

、
、＼

、

＼
∠
庵

所
、
大
切
な

所

の
柱
な
ど

に
か
け

て
い
た
だ
き
、

家
運
隆
昌

・
除

災
招
福

の
御
守

に
、
ま
た
、
自
動

車
の
交
通
安
全
守
護
等
、

て
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
常

の
厄
除
守

り
と

し

弘
文
天
皇
祭

八
月
二
十
四
日

天
智
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
第
三
十
九
代
弘
文
天
皇

(大
友
皇
子
)

の
ご
命
日

に
当
る
八
月
二
十
四
日

(弘
文
天
皇
二
年
七
月
二
十
三
日
を
太
陽
暦
に
直
し
た

日
)
近
江
神
宮
で
は
弘
文
天
皇
ゆ
か
り
の
三
井
寺

(園
城
寺
)

・
御
霊
神
社
と

共
催
で
、
弘
文
天
皇
を
お
祀
り
し
て
い
る
各
神
社

の
関
係
者
ほ
か
が
集
ま

っ
て
、

弘
文
天
皇
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
井
寺
は
弘
文
天
皇

の
供
養

の
た
め
に
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
御
霊
神
社
は
弘
文
天
皇
を
お
祀
り
す
る
大
津
市
内

の

神
社
で
す
。
弘
文
天
皇
は
日
本
漢
詩
の
祖
と
さ
れ
、

日
本
最
初

の
漢
詩
集
で
あ

る

『
懐
風
藻
』
に
は
御
製
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詩
吟
関
係
者
に
よ

つ

て
境
内
に
作
ら
れ
て
い
る

「吟
友

の
碑
」
に
も
そ
の
詩

『侍
宴
』
が
刻
ま
れ
、

こ
の
日
、
吟
詠
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

め
い
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本
年
後
半

の
祭
典
行
事

七
月
七
日
午
前
十

一
時

燃
水
祭

七
月
十
九
日

・
二
十
日

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人

一
首

か
る
た
選
手
権
大
会

七
月
二
十
六
日
午
後
四
時

納
涼
祭

七
月
二
十
二
日
午
後

一
時

献
書
祭

七
月
二
十
四
日
午
前

一
時

弘
文
天
皇
祭

十
月
三
日
午
後
四
時

観
月
祭

十
月
二
十
四
日
観
世
梅
若
流
能
楽
奉
納

(湖
信
会
主
催
)

十

一
月
三
日
午
後
○
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

十

一
月
七
日
午
前
十

一
時

御
鎮
座
記
念
祭

十
二
月

一
日
午
前
十

一
時

初
穂
講
大
祭

漏
刻
祭
時
計
献
納

6
/
10、

大
津
市
内

の
著
名
社
寺

で
組
織
し
て
い
る
湖
信
会

の
五
十
周
年
記
念
行
事

と
し
て
、
本
年
十
月
二
十
四
日
、
観
世
梅
若
流
に
よ
り
ま
す
能
楽
が
近
江

神
宮
大
前
に
奉
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は

期
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
報
道
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
関
心
の
あ

る
方
は
ご
予
定
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ひ
と
こ
ろ
ほ
ど
騒
が
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ま

だ
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
冬
が
近
づ
く
と
と
も
に
毒
性
を
強
め
て
再

び
流
行
し
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
調
管
理

・

感
染
防
止
に
十
分
に
ご
注
意

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
健
康

の
程
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。


